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梗概

音声言語翻訳システム ASURAでは生成処理全体を「句構造生成」と「形態素生成」

とに分け、句構造生成においては屈折変化形の違いを捨象した語彙エントリによって

生成を行ない、この句構造生成結果に対して別に用意された形態素生成処理によって

屈折変化を行なっている。

（ 本報告書では ASURAの形態素生成処理で用いる規則と辞書の記述形式について説明

する。さらに、英語用の形態素生成規則・辞書についても説明する。
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•- 第 1章

はじめに

ATR自動翻訳電話研究所では、自動翻訳電話の実現可能性を確認するため、音声認識、言語翻

訳、音声合成などの要素技術を組み合わせて実際に動作する音声言語翻訳システム ASURA

(Advanced Speech Understanding and Rendering System of ATR)を構築した [1][2]。このシス

テムの言語翻訳部は解析・変換•生成の 3 つの部分から成るいわゆるトランスファ一方式で構成

~ されており、このうち生成処理部は単一化に基づく宜言的な言語知識記述を用いた処理を採用し

ている [3]。

単一化に基づく句構造文法では語彙エントリとして屈折変化済みのものを用いることになっ

ているが、 この方法では記述量が増えるなど効率性の点で問題がある。そこで、 ASURAでは

生成処理全体を「句構造生成」と「形態素生成」に分け、句構造生成においては屈折変化形の違

いを捨象した語彙エントリによって生成を行ない、別に用意された形態素生成処理によって、こ

の句構造生成結果に対する屈折処理を行なう。

本報告書では ASURAの形態素生成処理で用いる規則と辞害の記述形式について説明する。

以下では、まず、形態素生成処理の概要について述ぺ、次に規則や辞書の作成者のためのリ

ファレンスマニュアルを示す。最後に、この ASURAの英語生成処理部で実装されている英語形

態素生成規則等について解説する。

なお、 ASURAではこの形態素処理系を用いたドイツ語の形態素生成処理も実装されている。

ドイツ語の形態素生成処理に関しては [4]を参照されたい。

＾ 
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第 2章

概要

形態素生成処理の仕事は句構造生成の結果である「素性構造の形式で表現された統語構造」を入

力として、この構造に対する適切な表層単語列を生成することである。

ここで実現している形態素生成処理は、句構造生成の段階で各葉節点に対して語棄エントリー

や品詞などの統語的な素性が付与されていることを前提とし、各葉節点に対して表層単語を生成

し、これをつないで表層単語列とする。ここで、各節点に対する表層単語の生成においては、原

則としてこの節点とこれに隣接する節点の情報のみを用いる局所的な処理を行なう。

形態素生成処理はメイン処理、 MGネット、屈折変化処理、辞害引き処理から成っている。

lVIGネットはメイン処理から呼びだされ、屈折変化処理と辞害引き処理は lVIGネット処理から

呼び出される。

＾ 
2.1 メイン処理

メイン処理は次の通りである。

入力の句構造の葉節点のリストを作る

foreach節点 in葉節点リストのリパースリスト do

節点に対して l¥lIGネットを呼び出す

処理中の語が冠詞,,a"の場合、必要であれば "an"に変える

end 

先頭語の頭文字を大文字にする。

2.2 

＾ 
M Gネット

各葉節点の保持する単語の変化形はその葉節点の素性構造（と前後の節点の素性構造）から決

定する。この処理を「lVIGネット」と呼ばれる弁別ネット (decisionnet)によって記述する。

lVIGネットの各ノードにはアクセスすぺき素性パスとこのパスによって示される素性値に応

じて選択すべき枝が記述されている。各枝には次に進むべきノードや実行すぺき語形操作などが

記述されている。この語形操作には、次に述べる屈折規則の呼び出しや形態素辞書を参照する屈

折変化などが含まれる。

lVIGネットの例を次に示す。

•1 
l
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例 (def_mg_net

: name mg_net-noun_general 

: path (syn agr number) 

: default (:warning "xxx") 

: body ((sing (:call mg_net-n_sing)) 

(pl C: call mg_net-n_pl)) 

(otherwise (:warning "yyy")))) 

これを図示すると次のようになる
mg_net-noun_general 

l(syn agr number) 

: sing 
1----------> mg_net-n_sing 

I pl 
1----------> mg_net-n_pl 

:。therwise
1-------------> (END) 

警告メッセージ

ここで、：nameはこのノードの名前である。：pathがアクセスすべき素性値を得るためのパス

であり、：bodyの部分のこの素性値に対応するアクションである。この例では、処理中の節点の

(syn agr number)素性に注目し、この素距値が singであれば mg_net-n_sing、plであればmg_net-

n_plという名前のノードに遷移しそこでまた同様の処理を行なう、これ以外の素性値であれば警

告メッセージ "yyy"を出力し他に遷移しないことを表している。 ： defaultは： pathで指定され

ているパスの先に素性構造がない場合に行なうぺき動作を指定する。

なお、パスの指定は処理対象としている節点の素性構造の根節点から行なうので、原則とし

てこの素性構造の内部の素性しかアクセスできないが、本処理系では処理対象としている節点の

＾ヽ 前後の節点の素性構造をアクセスできるようなパス記述法を与えている（詳しくはリファレンス

＾ 

マニュアルを参照のこと）。

2.3 屈折規則 (MG-Rule)

「屈折規則」という名前であるが、実際は語形を変化させるための文字列操作関数の定義で

ある。たとえば「EDという名前の操作は、語尾に文字列・"ed"を付加する操作である」といっ

た定義を行なう。

ここで定義された「屈折規則」は i¥lIGネットから直接適用されたり、 i¥lIGネットが次に述べ

る辞害記述を参照した結果適用されたりする。

2.4 形態素生成辞書

各語に対して適切な屈折を行なうための情報を定義する。辞書には屈折形の文字列か適用す

べき屈折規則を記述する。屈折規則の定義にも依るが、たとえば、動詞 "come"の過去形に関し



て文字列 "came"、動詞 "call"に関して規則名 EDなどと記述する。

具体的な辞書記述は次のようになる。

(11call11 

(11come11 

VERB (:ALL C S ED ED ING)) 

VERB (:ALL CS "came" 11come11 NG)) 

内側のリストの第4要素が動詞の過去形に対応する記述である。

この辞害は MGネットの「辞害を参照する語形変化」の実行によってアクセスされる。
(def_mg_net 

: name mg_net-verb 
: path (syn vform) 
: default (:warning 11xxx11) 
: body ((bse (:diet :nadine91 :lex-cat 0)) ;; 原形

(present (: call mg_net-v _present)) ; ; 現在
(past (:diet :nadine91 :lex-cat 4)) ;; 過去
(psp (: diet : nadine91 : lex-cat 5)) ; ; 過去分詞
(prp (: diet : nadine91 : lex-cat 6)) ; ; ing 
(otherwise (:warning 11yyy11)))) 

この例では (synvform)素性が、たとえば、 pastの時には、： nadine91という名前の辞書に

対して辞書引きを行ない、その辞害項目の語彙記述（上の辞害記述における内側のリスト）の第

4要素を用いて屈折変化を行なうべきことを示している。 ＾ 

~ 
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•— 第 3章

リファレンスマニュアル

3.1 MGネット記述

3.1.1 MGネットの記述規則

l¥lIGネットを構成するノードは次の形式で記述します。

＾ 
(def _rng..net 

: name ノードの名前

:path 

: default 

: body 

素性パス

デフォルトのアクション

条件付きアクション）

ノードの名前 mg.netーで始まるシンポルで、ノードが支配するサプネットを一意

に識別する名前を付けます。ただし、 トップノードの名前は mg.net-

mainに固定します。

素性パス

＾ 
ノードが参照する素性を素性パス（リスト）で指定します。素性パス

は一つのノードについて必ずー通り指定します。処理対象の節点の

前後の節点の素性を指定することができます。これを行なうために

は特別のパス名：previous, :nextを使います。：previousは直前の節

点の素性構造全体に対するパスを表し、：nextは直後の節点を表し

ます。たとえば (:previoussyn lex)は「直前の節点の (synlex)素

性」を示す素性パスとなります。

デフォルトのアクション 指定された素性パスがなかった場合の動作を指定します。アクショ

条件付きアクション

ンとして指定可能な動作は全て記述可能です。また、複数のアクショ

ンを並ぺて記述する事が可能です。その場合、アクションは記述さ

れた順に実行されます。

（（条件 1 アクションの並び）

（条件2 アクションの並び）

5
 



(otherwiseアクションの並び））

のように記述します。最初に条件部が満たされたアクションが実行

されます。

条件部には、素性値かギーワード otherwiseを記述します。素性値

はアトムか (:set***)か (:not***)の何れかです。マッチする条件

がない場合は、その形態素に対しては何も行いません。

3.1.2 MGネットのアクション

アクションとして記述可能なものを以下に示します。

:nop 

(:vowell t/niり

(:warninig string) 

何もしません。

発音が母音で始まるか否かを明示します。この情報は、冠詞 "a"

の変化のために使われます。

stringを警告メッセージとして表示します。 stringが省略された

場合は、デフォルトの警告のみ出力します。 ＾ :warninig デフォルトの警告のみ出力します。

string stringを形態素として出力します。

: genitive 代名詞以外の名詞の所有格を作ります。

(:mgrule rule) MGルール ruleを適用します。

(:call node) MGサプネット nodeを呼び出します。

(:diet diet key p゚sition) keyをキーとして dietで指定される形態素生成辞書を引き、辞書

データ中の positionで位置を指定されるカラムの情報に基づいて、

屈折変化を求めます。

＾ 3.1.3 辞書検索

: dietのパラメータについてやや詳しく説明します。

diet 現在は使ってないパラメータですが、 nadine91と指定して下さい。将来、複数の辞

書をサボートするようになった場合どの辞書を検索するかを指定するものです。

どの素性をキーとするかを指定するパラメータです。 lex-catか lex-cat-idの何れか

が指定できます。

position 辞書デークを使って何をするのか (3単現を求めるのか、過去完了形が欲しいのか）

を、 0または 3以上の数で指定します。この数は辞書情報中のカラムの位置を意味

しています。ただし、 0を指定した場合は辞書を引いても屈折変化は行わず、発音

情報だけが使われます。

key 
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3.2 屈折規則

0
『

.,,. 

屈折規則の一般形は次の通りです。

(def-mg-rul~ 規則名削除文字数"付加する文字列"最後の文字列の重なり）

例えば dictionaryをdictionariesに変化させる・ような規則（操作）、すなわち、

語尾から 1語削除して "ies"を付ける。

ような操作は

(def-mg-rule VESl 1 "ies" nil) 

のように記述します。

~ 

＾ 
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3.3 形態素生成辞書

3.3.1 記述形式

各辞書エントリーの記述形式は次の通りです。

("単語の原形"品詞（語義発音情報活用惰報））

冒

品詞 —>NOUN, VERB, ADJ, ADV 

語義 ー＞語義によって活用形が異なる語以外は：ALLと記述

例 "people."参照

発音情報 ー>V(母音で始まる），C(子音で始まる）

活用情報 ー＞活用規則名（シンポル），または不規則変化形

（文字列）の並び。 ＾ 3.3.2 インデックスファイルの作成について

今まで述べた記述形式によって記述された形態素辞書を形態素「辞書ソースファイル」と呼

びます。実際の辞書引き処理では、このソースファイルを直接使うのではなく、このファイルを

コンパイルしたファイルを使います。コンパイルの仕方は次節のユーザーインタフェースを参照

して下さい。

＾ 
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3.4 ユーザ I/ F 

3.4.1 MGネット

4
 

(mg-load-net :file file :add t/nil) 

MGネットファイルを読み込みます。：file fileを省略した場合は、デフォ

ルトのファイルが読み込まれます。：add t/nilを省略した場合は、：add 

nilとして動作します。

デフォルトのMGネットファイルを設定します。 fileを省略すると現在

の設定値を表示します。

(mg-set-net file) 

(mg-trace-net t/nil) MGネット実行のトレースを指示します。 t/nilを省略すると現在の設

定値を表示します。

3.4.2 MGルール

~(mg-load-rule :file file :add t/niり
屈折規則ファイルを読み込みます。：file fileを省略した場合は、デフォル

トのファイルが読み込まれます。：add t/nilを省略した場合は、：add nil 

として動作します。

(mg-set-rule file) デフォルトの屈折規則ファイルを設定します。 fileを省略すると現在の設

定値を表示します。

3.4.3 形態素生成辞書

辞書検索／更新

辞書を検索したり、ユーザ辞書を会話的に更新するための関数です。

(mg-use-u-dict t/叫

＾ (mg-start) 
(1ng-end mode) 

唱

ユーザ辞書を使うか否かを指定します。 t/nilを省略すると、

現在の値を表示します。

マスター辞害と（必要ならば）ユーザ辞書をオープンします。

既にオープンされている場合は、一度クローズしてから再オー

プンします。辞書がオープンされるとプロンプトが"$>,, に

なります。

マスクー辞書と（オープンされていれば）ユーザ辞書をクロー

ズします。ユーザ辞書に変更があれば実行時形式ユーザ辞害

ファイルは書き替わります。 modeは元の実行時形式ユーザ

辞書ファイルの扱いを指定します。：updateなら新しいファ

イルのみが残ります。：backupなら元のファイルは拡張子を

付加したファイル名にリネームされてパックアップファイル

として残ります。 modeが省略されたときのデフォルトは：backup 

です。

， 



(mg-quit) 

(mg-fetch string) 

(mg-add string pos data) 

(mg-update string pos data) 見出し語string品詞pos形態素惰報 dataなる語彙でユーザ辞

害を更新します。既にユーザ辞書にある語彙は［見出し語］

と［品詞］をキーとして検索されます。もしあれば、既にあ

る語彙は無効になります。

(mg-del st1ing pos) 

(mg-save) 

見出し語 string品詞 posをキーとしてユーザ辞書を検索し

て、その語彙を無効にします。

ユーザ辞書をファイルに出力します。

マスター辞書

(mg-set-m-dict file) 

(mg-make-m-dict file) 

マスター辞書と（オープンされていれば）ユーザ辞書をクロー

ズします。ユーザ辞書に対して行われた変更は無効になりま

す。

stringを見出し語とする辞書デークをユーザ辞書・マスター

辞書の順に検索して、画面に表示します。ユーザ辞書にデー

タがあればマスター辞害は検索しません。

見出し語 string品詞 pos形態素情報 dataなる語彙をユーザ

辞書に追加します。

(mg-make-m-index file) 実行時形式のマスター辞書ファイルからインデックスファイルを作

成します。 fileを省略するとデフォルトの辞書ファイルを対象とし

ます。

(mg-open-m-dict file) 

贔

~ 

fileをデフォルトのマスター辞書ファイルとして設定します。 file

を省略すると現在デフォルトとなっているファイル名を表示します。

辞書ソースファイルから実行時時形式のマスター辞書ファイルを作

成します。実行時形式辞書は辞書ソースファイル名に ".data"を付

加したファイル名で作成されます。同時にインデックスファイルも

作成されます。インデックスは、辞書ソースファイル名に ".index"を

付加したファイル名で作られます。

fileを省略するとデフォルトの辞書ファイルを対象とします。

(mg-make-m-source file) 実行時形式のマスター辞書ファイルからソース形式の辞書ファイル

を作成しますo fileを省略するとデフォルトの辞書ファイルを対象

とします。

~ 

9-

ファイルfileをマスター辞書としてオープンし、プロンプトを"$>

”にします。既にマスター辞書がオープンされている場合は、それ

をクローズしてから改めてマスター辞書をオープンします。 fileを

省略するとデフォルトの辞書ファイルをオープンします。使用中の

辞書を切り替える場合などに、使って下さい。

10 
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~ 

(mg-close-m-dict) 

(mg-set-backup t/niり

マスター辞書をクローズします。

マスクー辞書およびユーザ辞書に変更を加えた時に元のファイルを

バックアップとして残すか否かを指定します。 t/nilを省略すると

現在の設定値を表示します。

(mg-set-backup-ext string)バックアップファイルの拡張子を指定します0 ,,_,, で始まる文字列

を指定して下さい。デフォルトは ".backup"です。 stringを省略す

ると現在の設定値を表示します。

ユーザ辞書

ユーザ辞書をハンドリングするための関数です。機能や使い方はマスター辞書に対する関数

と同じです。

(mg-set-u-dict file) 

(mg-make-u-dict file) 

(mg-make-u-source file) 

(mg-make-u-index file) 

(mg-open-u-dict file) 

(mg-close-u-dict) 

使用中の辞害を切り替える場合などに、使って下さい。

11 



第 4章

英語形態素生成について

4.1 MGネット

APPENDIXlのNIGネット図と APPENDIX2のNIGネットのソースファイルを参照された

V。

4.2 英語屈折規則

屈折規則ファイルは「生成のための形態素処理—規則変化一覧表」に基づいて，原形の末尾の

削除文字数，文字を重ねるかどうか，付加する文字列を規則化したものとなっている．

以下に規則の一覧を示す。 APPENDIX3に例などの補足説明を添付する。

＾ 
(def-mg-rule SO 11s11 nil) 

(def-mg-rule ES O "es" nil) 

(def-mg-rule IES 1 "ies" nil) 

(def-mg-rule VES1 1 "ies" nil) 

(def-mg-rule VES2 2 11ies11 nil) 

(def-mg-rule ED O "ed" nil) 

(def-mg-rule DO  "d" nil) 

(def-mg-rule IED 1 "ied" nil) 

(def-mg-rule KEO O "ked" nil) 

(def-mg-rule $$ED O "ed" t) 

(def-mg-rule ENO "n" nil) 

(def-mg-rule NO  "n" nil) 

(def-mg-rule $$ENO "en" t) 

(def-mg-rule ING O "ing" nil) 

(def-mg-rule NG 1 "ing" nil) 

(def-mg-rule KING O "king" nil) 

(def-mg-rule YING 2 "ying" nil) 

(def-mg-rule $$ING O "ing" t) 

(def-mg-rule ERO "er" nil) 

(def-mg-rule RO  "r" nil) 

＾ 
ヽ
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＾ 

(def-mg-rule IER 1 11ier11 nil) 

(def-mg-rule $$ERO 11er11 t) 

(def-mg-rule MORE O 11-11 nil) 

(def-mg-rule ESTO 11est11 nil) 

(def-mg-rule ST O 11st11 nil) 

(def-mg-rule !EST 1 11iest11 nil) 

(def-mg-rule $$ESTO 11est11 t) 

(def-mg-rule MOST. 0 11-11 nil) 

(def-mg-rule ZERO O 11-11 nil) 

4.3 英語形態素生成辞書

4.3.1 辞書に含まれる品詞と必要な活用情報

("単語の原形"品詞（語義発音情報活用情報））

品詞 辞書に記述されている活用情報

名詞 複数形

動詞 3人称単数現在形過去形過去分詞 ---ing形

形容詞／副詞比較級最上級

4.3.2 見出し

• 見出しは名詞・動詞・形容詞／副詞の順でファイルに記述した。

• 固有名詞は最初登録していなかったが，形態素処理の際に警告が出ることや，複数形があり

うる語もあることから辞書に登録した．

• 名詞の "Higashiku" "Kita ku" などは—（ハイフン）なしで統一．

~ . 副詞の分離複合見出しは，それ以上分けると品詞が決められなかったり，一般的な辞書でひ

とまとまりで見出しにしてあるものをそのまま登録した

見出し語数 (atr-111ade.dict8)

NOUN 1475 

VERB 1092 

ADJ 699 

ADV 323 

計 3589

例 (11abstract 11 

(11activity11 

(11address11 

("all 11 

NOUN (: ALL V S)) 

NOUN (: ALL V IES)) 

NOUN (: ALL V ES)) 

NOUN (: ALL V ZERO)) 

13 



("analysis" NOUN (:ALL V 11analyses11)) 

("call" VERB (:ALL CS  ED ED ING)) 

("care" VERB (: ALL C S D D NG)) 

("carry" VERB (:ALL C IES IED IED ING)) 

(11come11 VERB (:ALL CS  "came" "come" NG)) 

("control" VERB (:ALL CS $$ED $$ED $$ING)) 

("early" ADJ (: ALL V IER IEST)) 

("early" ADV (:ALL VIER !EST)) 

("easily" ADV (: ALL V MORE MOST)) 

("efficient" ADJ (:ALL V MORE MOST)) 

("fair" ADJ (:ALL C ER EST)) 

("fair" ADV (:ALL C ER EST)) 

(11fine11 ADJ (: ALL C R ST)) 

(11fine11 ADV (:ALL・c R ST)) 

("hot" ADJ (: ALL C $$ER $$EST)) 

("hot 11 ADV (: ALL C $$ER $$EST)) 

("in advance" ADV (:ALL V ZERO ZERO)) 

("people" NOUN (people-n-1 C ZERO)(people-n-2 CS)) 

peopleは語義により peopleで複数扱いの場合と peoplesで複数になる場合がある．名

詞の複数形を出すMGネットのアクションでは keyがlex-cat-idとなっているので，lex-

idを参照して people-n-1かpeople-n-2かを選んでから活用情報が決められる．

14 
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第 5章

今後の課題

最後に形態素生成処理機構および英語形態素生成規則において改良すべき点を挙げておく。

1. 規則による語形の変形

現在の処理系では語の屈折変化の仕方を全て辞書に記述している。例えば、名詞を複数形

にする場合、 sを付加するか、 esを付加するかなどはその名詞の辞書項目に記述されてい

る。しかし、屈折変化の仕方は変化させようとする語の文字列が参照できれば、ある程度の

規則化が可能である。辞書は、この規則化から洩れる「例外的」なものに対してのみ用いれ

ば良い。

もちろん、形容詞の級変化など、綴文字だけでは決定できない語形変化に関しては辞書に頼

ることになるl。

2. 英語における縮約形の決定

現在、 "willnot"や "itis"などから "won't"や "it's"のような縮約形を生成する処理は形

態素生成処理で行なっている。しかし、縮約するかどうかを正しく決定するには、単に一次

元的な前後関係だけでなく句構造を考慮しなければならない。すなわち、句構造境界を採り

入れた縮約処理を実現する必要がある。

1たとえば、発音のためのシラプル数などが辞国に与えてあれば、これを使ってある程度規則化された処理を行なうことはできる。

15 
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APPENDIX ー
MGネットフローチャート

MGネット規則を，処理に従って以下に図式化した．

例 I I 

I No.l 
I mg_net-main I 
I (syn cat) I 
I I I 

I 
I I I 

I血 Iadj 
I adv 

→ノードの名前
→素性パス

→条件
条件のないものはotherwiseのアクション

メインルール

＾ 
I verb I be I aux . I adj I noun I pron 

I adv 

I I I I宮 I ! 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

I No.2 11 No.5 I I No.19 I I No.39 I I No.47 11 No.50 I 
唸_net-verb mg_net-be I I mg_net-aux I mg_net-adj_adv I I mg_net-noun mg_net-pron I 

I I I I I I I I _general I I I 
I I I I I I I I I I I I 

一般動詞ルール be動詞ルール 助動詞ルール 形容詞・副詞の 一般名詞ルール 代名詞ルール
JレーJレ

J advprt conj det greet 
I numb prep riadj riadv 
I ripron sign to 

:n↓ 

~ 

＇ 
C
-

17 



一般動詞のルール

I I 
I No.1 I mg_net-main I 
(syn cat) I 

I I I 

I verb 
I I I 

I No.2 I ""-""t-verb I 
（ 

I 
syn vform) I 

I I I 

I bse I present I past I psp I prp 
I I I I I I I 

原形 No.3 過去形 過去分詞. I mg_net-v _ I -ing 
（現在分詞・動名詞）

I present (syn I 
: I agr n~r) I : 

I I I 

I sin& I pl 
• I I I I 
• I No.4 I複数形 ． 
. I mg_net-v _p函 I . • 
• l_sing I • 
. I (syn agr I 
• I person) 

I I I 
• I I I ・

: 13 Ii : : 
. I I . 
• 3人称 1人称・ 2人称 ． ． 

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

形態素辞書を引き，指定された位匿のカラムから変化形を取り出す

＾ 

＾ 
｀
 

e-

18 



be動詞のルール

”
 

bse 

ー

ー

be

I I 

I No.l I 
I mg_net-main I 
I (syn cat) I 
＇，＇ I be 
I I I 

I No.5 I 
I mg_net-be 
I {syn vform) I 
I I I 

I 
I present 

, I I 

I No.6 
mgJtet-be_ I 
I present (syn I 
I agr n~r) I 

’ 

I sing 
I I I 

I No.7 I 
l呟 et-beぶres
I _slllg(syn agr I 
I person) I 
I I I 

I I 
I psp I prp 
I I 

,'been"''beini' 

pl 
I I 1 ---1 I 

I 
I 
＇ 

・I I宮et-be_presI J. 
I 
I I _contraction(: I 

I next syn lex) I 
..J I I I 

I I I I I 

,'here" I• 
"there" I I I 

I I I I 
I No.14 "is" 
I mg_net-be_pres I 
I _sing_3rd I 
I _contraction(: I 
next syn lex) I 
I I 
I I I 

I I I 

I adv I "not" I 

I I ; 尻； I 
I I "?''I 

I No.13 I "is" "is" "'s" 
I mgJtet 
I _sing_ 
I _there 
I _COi 

I nex1 

＇ 

」l

s
 

e
 

亡
l
S
t
s
y
n
”
’
”

．が．

m

丑
』
そ
ー
ー

l
—
〗

I 3 
I I I 

I No.11 I 
I mg_net-be__pre 
I _sing_3rd 
I (:previous 
I syn lex) 
I I 

， 

o…. "we" "you" "they'' 
なおHereare ~./There are~. は縮約形にしないので，No.16のルールヘは行かずに唸re"を出す・・・..''he" "she" "it" "that" 

女….2人称の湯合，you以外の主栢はありえないので警告を出す
*….Here is ~./There is ~. 構文の場合，here/thereのcatはpronになっており，それをadvのhere/thereと区別する

19 



助動詞のルール
I I I No.I 
mgJtet-main I 
I (syn cat) I 
I I I 

I awt 
I I I 

I No.10 
mgJ1et-awt I 
I (syn vform) I 

bse I past 

h。.35 1 I 
I ll!gJlet-awt_ I 
I past (:previous I 
I syn lex) I 
I I I 

I present 

I No.25 1 I 
l匹平t-awt I I _present! 
(syn lex} I 

I I I 

I◇ 

I No.36 1 I 
I mg_net-aux_ I 
I past_neg(: 
In紐 tsyn lex) I 
I I I 

＇ p ー

1
2
 

＇ 

nnot" 

苓"・".-L
I No.37 I 
I mg_net-awt_ I 
I past_ I 
I contraction I 
I (syn lex)・I 

I I I 

I''have" 
I "shall" I "will" 

,,, d" I No.38 
I mg_net-awt_ I 
I past_normal I 
I (syn lex) I 

I I I 
I I I 

I ncan" I "do" I''haven I "may''"shall" "will" 

I I I I I I 
I I I 

"could" "didn''had" "might" "should" "would" 

1: 戸．
I I I 

I No.33 I 
1唸坪t-a皿＿

I vill._shall_neg I 
I (syn lex) I 

I I 
I I I 

I 
ば
I I 

I I 
"wo" "sha" 

"do" 
I "have" 

I No.26 1 I 
I mgJtet-a匹- I 
I present2(s 
agr number) I 

I I I 

L..--, 
I sing 
I 

I I I 

I No.27 I 
I mg_net-a叫
I pres_sing(syn I 
I agr person) I 

I I 
I I I 

'---73 
I 

I I I 

I No.28 
1.....,.,t--aux._ I 
pres_sing_3 I 

I (: previous I 

I syn le~) I 

＾ 
I No.20 I 
I IIIUlet-am_ 
bsel I 

I (syn 1虹） l

I I I 
I''have" 
I "would" 

I I I 

I No.21 I 
mg_net-a叫 l

I bse2(:n邸 t I 
I syn lex} I 

I I I 

＾ 
◇….''I"咋e""you" "he" "she" 

"it" "that''"they" 

••…"he" "she" "it" "that" 

◆…."can" "could" "couldn't" "do" 
"don't"''have" "had better" 
"let's" "四y""might" "must" 
"need" "ought" "should" 
"used to" "would" 

I No.3 

I mg_) pre 
I nor1 
I C約

＇ 
I 

"does" 

"not" I ,, ,, ,, ,, 
”ャ，・ l

I I I 

I No.22 I 
I mg_net-a皿- I 
I bse3 I 
I (:previous I 

I syn 1~) 1 

l◇ 
_ I I I 

I No.24 I I No.23 I 
I mg_net-aux_ I I mgJ1et-awt_ I 
bseJtormal I I bse_ I 

I (syn lex) 

l I I 
I I contraction I 
I (syn le1x) I 

I I I I 

I◆ I''have" I "would" 

: nop "'ve" "'d" 
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形容詞・副詞のルール

｀
 

f 
I I I 

I No.40 
I mg_net-adj_adv I 
I _degree I 
I (syn degree) I 
＇，＇ 

l 11never11 
I 

: nop 

＾ 
I positive I 
I 

comparatュve I superative 

原級 比較級 最上級

. . . . . . . . . . . . . . . . . 

形態素辞苔を引き，指定された位匿の
カラムから変化形を取り出す

I be 
I I I 

I No.43 
I mg_net-adv _not I 
I 

I 
_be(:previous I 
I syn vform) I 
I I -I 

I present 

I No.44 1 I 
I mg_net-adv _not I 
I be_present I 
lて：previous syn I 
I agr person) I 
I I I 

I I I 

I 1 I 
"not" "n't" 

I bse 

"nJt" 

I 
I past 

"n'し,,
△

”

 

1
ー

ー

t’
 

n
 

，
 
，
 

”
 

t
 

1
ー

ー

。

n
 

＂ 

＾ 

I aux 
I I I 

I No.45 I 
I mg_net-adv_not I 
I _aux (: previous I 
I syn lex) I 
I I I 

I "can" 

I No.46 1 I 
I mg_net-adv _not I 
I _aux_can 
I (:previous I 
I syn vform) I 
I I I 

I I I 

I present I past 
I I 

"'t" "n't" 

△・…"could" "do"''have" "might" "must" "shall" "should" "will" "would" 

→O 
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一般名詞のルール

•. 
-
9
-

I No.1 I 
I mg_net-main I 

I (syn ca:) I 

~ I _general(s 
agr number) I 

, I I 

I sing I I pl 
I I I 

I No.48 I・ 
I I I 

I No.49 
mg_net-n_sing I mg_net-n~l I 

I (syn case) I 

＝ 
I (syn case) I 

. : I : 
I gen nom I gen・I  nom 

I I dば I Id: 
所有格 主格 所有格 主格

目的格 目的格

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
形態禁辞書を引き，指定された位匿のカラムから変化形を取り出す

＾ 

＾ 
＞̂』

．．．
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＾ 

代名詞のルール

INo.l I 
l匹ュet-main I 
l_(syn~t) _I 

I pron 

I No.50 1 I 
l略 et-pron I 
I (syn lex) I 
I I I 

I▲ I I "I" -1 I I "匹" I r I "you" I I I''he" r r I "she" r r I "it" I ' .  . 1 "th8!__, 

I No.51 I I No.52 I I No.53 I I No.54 I I No.55 I I No.56 I I No.57 I 
I mg_net-pronJ mg__net-pron_we I mg_net-pron_ I mgJ1et-pron_he mg__net-pron_ mg_net-pron_it I mg_net-pron_ 
I (syn case) 11 (syn case) I I you(syn case) I I (syn case) 11 she(syn case) 11 (syn case) I I they(syn case) I 

: nop 

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

, I I 

lnom lgen lace~ace~ace~ace~acer.;; に~ace lnom I gen 7 ace 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

,'I"~ 四 " "me" "we" "our''"us" "you" "your''"you"''he"''his"''him" "she"''her''''her''"it" "its" "it" "they''"their" "them" 

A •••• "anyone" "anythint'"anything else" "eve訂one""nothini'"some place" "someone" "somethini'"that" "there" "this" 
"yourself" (不定代名詞・指示代名詞など）
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APPENDエX 2
 

(in-package "USER") 

; No.1 
；メインルール (catを見て品詞で分ける）
(def_mg_net 
: na匹 mg_net-u匹
: path 
: default 

: body ~be pcau mg_net-be)~ ; ;be動詞
a匹 ： call mg_net-awt) ; ; 助動詞

形容詞・副詞

；；その他

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
一般動詞................................................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

;No.2 
；動詞ルール (vformを見て変化形で分ける）
(def_mg丑 t
:na匹 mg_net-verb
: path (syn vform) 
: default (:warning "xxx") 
: body (~se ~:_diet :nadine91 : 1叙 -catO)) ;; 原形

resent :call mg_net-v_present)) ;; 現在
(past (:diet :nadine91 :1虹 -cat4)) ;; 過去

芯sp ~:diet :nadine91 :lex-cat SH ;; 過去分詞rp :diet :nadine91 :lex-cat 6 ;;ing 
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

~ 

;No.3 
；動詞・現在のルール (agrnumberを見て単複で分ける）
(def..mgJlet 
: name mg_net-v_present 
: path (syn agr number) 
: default :warning "xxx") 
: body ~(sing (:call mg_net-v_pres_sing)) ;; 単数

(pl (:diet :nadine91 :lex-cat O)) ; ; 複数
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

;No.4 
；動詞・現在・単数のルール (agrpersonを見て人称で分ける）
(def_mg_net 
: name mg_net-v_pres_sing 
: path~syn agr person) 
: default :warning "xxx") 
: body ((3 (:diet :nadine91 :lex-cat 3)) ;;3人称

仰(:set1 2) (:diet :nadine91 :lex-cat O)) 
otherwise (: warning "yyy'')))) 

;;1人称または2人称

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
BE動詞............................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

＾ ;No.5 
;be動詞ルール (vformを見て変化形で分ける）
(def_mg_Jlet 
: name 111&J1et-be 
: path~syn vform) 
: default :warning "xxx") 
: body ((bse ''be" (:vowel! t)) ; ; 原形

~esent pcan mg_net-beぶ esent)) ;; 現在
st :call mgJ1et-be_past)) ;; 過去

(psp ''been" (:vo蛉 11nil)) ;; 過去分詞rrp "beinず (:vo吟 11nil) ;;ing 
otherwise (:warning "yyy")))~ 

;No.6 
;be動詞・現在のルール (agrnumberを見て単複で分ける）
(def_mg_net 
:na匹 mg_net-be_present
: path (syn agr number) 
: default (:warning ":ux") 
: body (~ing~:call mg_net-be_pres_sing)) ;; 単数

1 :call mg_net-be_pres_pl)) ; ; 複数
(otherwise (:warning "yyy'')))) 
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No.7 
be動詞・現在・単数のルール (agrpersonを見て人称で分ける）
(def..11心 et
: name 
: path 
: default 
: body ((1 (:call匹..net-be_pres_sing_lst))

111U1et-be_pres_sing_2nd)) 
） 

;;1人称
;；2人称
;；3人称

｀
 

;No.8 
;be動詞・現在・単数・ 1人称のルール
(def__mg_net 
: name mg_net-be_pres g_lst 
: path (:next syn lexぞ
: default namn 
: body (~(:set "," n." "?") "am" (:vowel! tp 

otherwise "'m" (: lef t_space nil))) 
; ;Yes, I am. の場合

;No.9 
;be動詞・現在・単数・ 2人称のルール (1つ前の語を見て代名詞かどうかで分ける）
(def_n心 et
: name mg_net-be_pres_sin 2nd 
: path (:previous syn lexf 
: default "are" 
: body (ryou" (: call 111&..Jlet-be_pres sing_2nd_contraction)) 

otherwise "yyy''(:vowel! t)))) 

’ 

;No.10 
;be動詞・現在・単数・ 2人称・短縮のルール
(def_mg_net 
: name mgJtet-be_pres sing_2nd_contraction 
: path (:next syn lex) 
: default (:warning "are") 
: body (((:set "not"","".""?'') "are" ;; 否定文またはYes,you are. の場合

(otherwise "'re"(: left_space nil)))~ 

; No.11 
;be動詞・現在・単数・ 3人称のルール (1つ前の語を見て代名詞とhere/thereとそれ以外に分ける）
(def_mg_net 
: name mgJ1et-be_pres_sin 3rd 
: path (:previous syn 1虹 f
: default "is" 
: body≪pset''he" "she" "it" "~hat") 

: call唸ふet-be_pres_slllg_3rd_contraction))
((:set''here" "there") 
(:call mg_net-be_pres_sin13rd_here_there)) 
(otherwise "is" (:vowell t))) 

;No.12 
;be動詞・現在・単数.3人称・ here/thereのルール (1つ前の語here/thereのcatを見てisを出す）
(def.J11U1et 
: name 
: path 
: default 
: body ((pron (:call mg_net-be_pres_sing_3rd_ltere_there_contraction)) ;;there栂文の湯合

~ 
;No.13 
;be動詞・現在・単数 ・3人称・ here/there・短縮のルール
(def_mg_net 
: name mg_net-beJ)res_sing_3rd_here_there_contraction 
: path (:next syn lex) 
: default f warning "is") 
: body ((:set "not"",""." "r') "is") ;; 否定文またはYes,here is. の場合

(otherwise "'s"(:left_space nil)))) 

e
 

;No.14 
;be動詞・現在・単数.3人称・短縮のルール
(def_mg_net 
: name 
: path 
: default 
: body (((:set "not"''," "." "和） "is") ; ; 否定文またはYes,he is. の湯合

(otherwise'"s"(:left_space nil)))) 

;No.15 
;be動詞・現在・複数のルール (1つ前の語を見て代名詞かどうかで分ける）
(def_mg_net 
:na匹 mg_net-be_pres_pl
: path (:previous syn lex) 
: default "are" 
: body (((: set咋e""you" "they'') 

(:call mg_net-be_pres_pl_contraction)) 
(otherwise "are"))) 
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短のルール

pres_ 
lex) 
血")
," ", n ".,, "?'') ,, are") ; ; 否定文またはYes,we are. の場合
"'re" (: lef t_space nil)))) 

;No.17 
;be動詞・過去のルール (agrnumberを見て単複で分ける）
(clef_mg_net 
: name mg_net-be_past 
: path (syn agr number) 
: default~:warning "xxx") 
: body (sing (:call 111gJtet-be_past_sing)) ; ; 単数

(pl "were" (:vo田 11nil)) ;; 複数
(otherwise (:warning "yy,/')))) 

; No.18 
;be動詞・過去・単数のルール (agrpersonを見て人称で分ける）
(def_mg_net 
:na匹 mgJlet-be_past_sing
: path~syn agr person 
: default :warning "xxx"~ 
: body (((:set 1 3) "was" (:vowel! nil)) ;;1人称または3人称f "were" (:vowel! nil)) ; ;2人称

otherwise (:warning "yy,/')))) 

●

-
0
-

......................................................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
； 助動詞......................................................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

No.19 
；助動詞ルール (vformを見て変化形で分ける）
(def .Jll£.Jlet 
: name mg_net-a匹
: path 
: default 
: body ((bse (:call mg_net-a匹 _bsel)) ;; 原形

1)) ; ; 現在
;；過去

3 {:warning "yyy'')))) 
＾ 

;No.20 
；助動詞・原形のルールその1(lexを見てhave/wouldを分離する）
(def_mg_net 
: name mgJlet-aux_bsel 
: path (syn lex) 
: default (:warning "xxx") 
: body (~(:set''have" 咋ould") (:call mg_net-a皿)bse2))

otherwise (:call mg_net-a匹 _bse_normal)))

; No.21 
；助動詞・原形のルールその2
(def_mg_net 
: name mg_net-awt_bse2 
: path (:next syn lex) 
: default (: 四 m坂 (:callmg_net-a皿_bse3))
: body (((:set "not''"," "."'守')(:call mg_net-awt_bse_normal)) ; ; 否定文またはYes,I would. の場合

(otherwise (:call mgJ1et-awt..bse3)))) 

; No.22 
；助動詞・原形のルールその3(1つ前の匝を見て代名詞かどうかで分ける）
(def_mg_net 
: name mgJlet-awt_bse3 
: path (:previous syn 1虹）
: default (:call mg_net-a四 bse_normal)
: body ((pset "I" "we" "you"''he" "she" "it" "that" "they'') 

: call mg_net-a匹 _bse_contraction))
(otherwise (:call匹_net-a皿_bse_normal)))) ＾ 

;No.23 
；助動詞・原形・短縮のルール (1四を見てhave/wouldを短縮する）
(def_mg_net 
: name mg_net-aux_bse_contraction 
: path (syn lex) 
: default f warning "xxx") 
: body (''have"'" ve" (: lef t_space nil)) 

（”四ld" "'d" (:left_space nil)) 
(otherwise (:warning "yyy")))) 

~
 

.. 

9] 

;No.24 
；助動詞・原形・短縮しないルール (lexを見て助動詞を出す）
(defJIK.Jlet 
: name 1178平 t-a叫 J:>seJtOrmal
: path~syn lex) 
: default :warning "llll") 
: body (((:set "can" "could" "couldn't" "do" "don't"''have"''had better''"let's" "匹r/'"adght""11Ust" "need" "ought" "should" "used to" "would" 

) ： nop) 
(otherwise (:warning "yyy'')))) 
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;No.25 
；助動詞・現在のルールその1(lexを見てdo/have/will/shallを分離する）
(def_mg_net 
: name mg_net-a匹~resentl
: path (syn lex) 
: default (:warning "xxx") 
: body (((:set "do"''have") (:call mg_net-awt~resent2)) 

((:set "will" "shall") (:call mg_net-a叫 will.shall))
(otherwise (:call mg_net-awt_bsel)))) 

; No.26 
；助動詞・現在のルールその2(agr numberを見て単複で分ける）
(def_mg_net 
: name mg_net-awt~resent2 
: path syn agr number 
: default~:warning "xxx"~ 
: body ((sing (:call mg_net-aux_pres_sing)) ; ; 単数

(pl (:call mg_net-aux_bsel ; ; 複数
(otherwise (:warning "yyy'')) B 

;No.27 
；助動詞・現在・単数のルール (agrpersonを見て人称で分ける）
(defJl(Ulet 
: name mgJ1et-awu,res_sing 
: path (syn agr person) 
: default (:warning "xxx'') 
: body (~3 (:call守et-aux_pres_sing_3)) ; ; 3人称

(:set 1 2) :call mgJ1et-aux_bsel)) ;;1人称または2人称
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

~ 

;No.28 
；助動詞・現在・単数 •3人称のルール (1つ前の語を見て代名詞かどうかで分ける）
(def..111U1et 
: name mg_net-aux_pres_sing_3 
: path (:previous syn lex) 
: default pcall mg_net-a皿_pres_sing_3Jlormal)
: body ((:set''he" "she" "it" "that") 

(:call mg_net-aux_pres_sing_3Jleg)) 
(otherwise (:call mg_net-aux_pres_sing_3Jlormal)))) 

;No.29 
；助動詞・現在・単数.3人称・否定のルール
(def_mg_net 
: name mgJtet-a皿_pres_sing_3_neg
: path pnext syn lex) 
: default :warning (:call mg_net-awt_pres_sing_3_normal)) 
: body (((:set "not"""""" • ?'') (:call mg_net-awt_pres_sing_3_normal)) 

(otherwise (:call mg_net-awt_pres_sing_3_contraction)))) 
；；否定文またはYes,he has. の湯合

No.30 
；助動詞・現在・単数.3人称・短縮のルール (lexを見てdo/haveを短縮する）
(def_mg_net 
: name 
: path 
: default 
: b ody)  

f"i 

;No.31 
；助動詞・現在・単数.3人称・短縮しないルール (lexを見てdo/haveを3人称にする）
(def_mg_net 
: name 
: path 
: defaultじwarning
: body Cf do" 

,'have" 
(otherwise (:warning "yyy")))) 

．
 .
. 

｀
 

;No.32 
；助動詞・ will/shallのルール
(def_mg_net 
: name mg_net-aux_will_shall 
: path (:n虹 tsyn lex) 
: default~:warning (:call mg_net-aux will_shall_contraction)) 
: body ((: set "not" "," "." "?'')て：call mg_net-aux_will_shal均 eg))

(otherwise (:call mg_net-a叫 will_shall_contraction))))

; No.33 
；助動詞・ will/shall・否定のルール (lexを見てn'tの前の形を作る）
(def.JI心 et
: name mg_net-awt_will_shallJleg 
: path (syn lex) 
: default rwarning "双x")
・body ("will" "wo") 

("shall" "sha") 
(otherwise (:warning "yyy")))) 

；；否定文またはYes,I will. の場合
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;No.34 
；助動詞・誓ill/shall・短縮のルール (1つ前の謡を見て代名詞かどうかで分ける）
(defJIと平t
:name → t-aux_will_shall_contraction 
: path (:previous syn lex) 
: default :nop 
: body (((: set "I" "we" "you"''he" "she" "it" "that" "they") "'11" (: left_space nil)) 

(otherwise :nop))) 

; No.35 
；助動詞・過去のルール (1つ前の語を見て代名詞かどうかで分ける）
(defJllUlet 
: name mg_net-aux_past 
: path ( : previous syn l邸）
: default~:call mg_net-aux_past_Jlormal) 
: body ((: set "I" "we" "you"''he" "she" "it" "that" "they'') 

(:call mg_net-aux_pastJteg)) 
(otherwise (:call mg_net-aux_pastJtOrmal)))) 

，
 ;No.36 

；助動詞・過去・否定のルール (1つ後ろの謡を見てnotかどうかで分ける）
(def_mg_net 
: name mg_net-aux_past_neg 
: path 
: default~ 

: next syn lex) 
: warning (:call mg_net-aux_past_normal)) 

: body (((:set "not" "," "." "?'') (:call呟坤t-am_past_normal))
(otherwise (:call mg_net-aux_past_contraction)))) 

; No.37 
；助動詞・過去・短縮のルール (lexを見て短縮する）
(def_mg_net 
: name mg_net-aux_past_contraction 
: path~syn lex) 
: default :warning "xxx") 
: body ((''have" "'d" (:left_space nil)) 

~"shall" "'d" :left_space nil 
"will" "'d"~:left_space nilH 
(otherwise (:call mg_net-aux_past_normal)))) 

; No.38 
；助動詞・過去・短縮しないルール (lexを見て助動詞の過去形を出す）
(def_mg_net 
: name mg_net-aux_past_normal 
: path (syn lex) 
: default~:warning "xxx") 
: body ("can" "could") 

(" do" "did") 
f'have"心")
”函,"might") 
("shall" "should") 
f'will" "りould")
otherwise (:warning "yyy'')))) 

；；否定文またはYes,I would. の場合

＾ 

....................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
形容詞／副詞....................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

;No.39 
；形容詞・副詞のルール (lexを見てnotを分離する）
(def _mg_Jlet 
: name mgJlet-adj_adv 
: path (syn 1匹）
: default~:warning "xxx") 
•body ("not" (:call mg_net-advJlot_only)) 

("never'':nop) 
(otherwise (:call IIIEUlet-adj_adv _degree)))) ＾ ;No.40 

；形容詞・副詞の級のルール (degreeを見て級で分ける）
(def_11心 et
: name mg_net-adj_adv_degree 
: path~syn d零 ee)
: default :diet :nadine91 :lex-cat O) 
: body ((positive (:diet :nacline91 :lex-cat 0)) 

~comparative 
superlative~ 

: diet :nadine91 :lex-cat 3 
: diet :nadine91 :lex-cat 4~~ 

(otherwise (:warning "yyy')))) 

-『

．．
 

；；原級
；；比較級
；；最上級

，
 

;No.41 
；副詞・ not• onlyのルール (1つ後ろの語を見てonlyを分離する）
(def..11心 et
: name mg_net-adv_not_only 
: path (:next syn lex) 
: default pりarning(:call mg_net-adv_not)) 
: body ("only''"not") ; ;not only A but also Bの場合

(otherwise (:call mg_net-adv_not)))) 
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;No.42 
；副詞・ notのルール (1つ前の謡を見て品詞で分ける）
(def_mg_net 
: name mg_net-adVJlOt 
: path (:previous syn cat) 
: default "not" 
: body ((be (:call mg_net-adv_not_be)) ;;be動詞

(a皿 (:callmg_net-advJlot_a匹）） ；；助動詞
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

; No.43 
；副詞・ not• be動詞のルール (1つ前の匝を見て時制で分ける）
(defJ111U1et 
: name mg_net-adv_not_be 
: path pprevious syn vform) 
: default :warning"双 x")
: body ((bse "not") ; ; 原形

~esent (:call mg_net-adVJlOt_be_present)) 
st "n't" (: lef t_space nil)) ; ; 過去

(otherwise (:war吐ng"yyy")))) 

；；現在

＾ 

;No.44 
；副詞・ not・be動詞・現在のルール (1つ前の膳を見て1人称かどうかで分ける）
(def_mg_net 
: name mg_net-adv_not_be.,;present 
: path ( : prevュoussyn agr person) 
: default~:warning "xxx") 
•body (1 "not") ; ; 1人称

(otherwise "n't"(:left_space nil)))) 

; No.45 
；副詞・ not・助動詞のルール (1つ前の語を見てcanを分離する）
(def_mg_net 
: name mg_net-adv_not_a皿
: path ( : previous syn lex) 
: default pwarning "xxx") 
: body ((:set "could" "do"''have" "miゆt""must" "shall" "should" "will" "would") "n't" (:left_space nil)) 

("can" (:call mg_net-adv_not_a山t_can))
(otherwise "not" (:vowell t)))) 

;No.46 
；副詞・ not・助動詞・ canのルール (1つ前の語を見て時制で分ける）
(def Jll&..Jlet 
: name mgJ1et-advJ1ot_awt_can 
: path rprevious syn vform) 
: default :warning "xxx") 
: body ((present "'t" (: lef t_space nil)) ; ; 現在のときcan't

佃st"n't'l left_space nilH ; ; 過去のときcouldn't
(otherwise : りarning"yyy")) 

......................................................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 
； 名詞......................................................................... ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

＾ 

;No.47 
；一般名詞ルール (agrnumberを見て単複で分ける）
(def_mg_net 
: naine mg_net-noun_general 
: path (syn agr number 
: default (:warning "xxx"~ 
: body ((sing (:call mg_net-n_sing)) ; ; 単数

(pl (:call mgJ1et-n_pl~ ; ; 複数
(otherwise (:warning "yyy'')ぶ

” 

;No.48 
；名詞・単数のルール (caseを見て格で分ける）
(def_mg_net 
: name mgJtet-n_sing 
: path (syn case) 
: default (:warning "双＂）
: body ((gen (:diet :nadine91 :lex-cat 0) :genitive) 

((:set nom ace dat) (:diet :nadine91 :lex-cat O)) 
(otherwise (:warning "yyy")))) 

｀
 

No.49 
名詞・複数のルール (caseを見て格で分ける）
(def _mg_rtet 
: name 
: path 
: default 
: body (伽n-1:淑ct-ー：:nadine91 :lex-cat-id 3) :genitive) 

dat) (:diet :nadine91 :lex-cat-id 3)) 
warning "yyy'')))) 
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＼． 

;No.SO 
；代名詞ルール (lexを見て分ける）
(def_11心 et
:name 
: path 
: default 
•body 

op) 

＇̀ 
(otherwise (:warning nyyy'')))) 

;No.51 
；代名詞・ Iのルール (caseを見て格で分ける）
(def_mg_net 
: name mgJtet-pronJ 
: path (syn case) 
: default f warning "xxx") 
: body (nom "I" (: 四 ellt)) 

(gen ,, 呵") ; ; 所有格

~ace "me") ; ; 目的格
otherwise (:warning "yyy'')))) 

;; 主格

;No.52 
；代名詞・ weのルール (caseを見て格で分ける）
(def.JIILJlet 
:name 匹 t-pron_we
: path (syn case) 
: default (:warning "DJt") 
: body (~om "囮" ~:vowel! t ; ; 主格

en "our'' :vowel! tl~ ;; 所有格
(ace "us" {:vowel! t) ; ; 目的格
(otherwise (: warning "yyy'')))) ＾ 

;No.53 
；代名詞・ youのルール (caseを見て格で分ける）
(def_mgJlet 
: name mg_net-pronJou 
: path~syn case) 
: default :warning "xxx") 
•body ((no閾 "you") ;; 主格

~en "your") ; ; 所有格
ace "you") ;; 目的格
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

; No.54 
；代名詞・ heのルール (caseを見て格で分ける）
(def...mgJ1et 
: name mg_net-pron_he 
: path (syn case) 
: default~:warning "xxx") 
: body (nom''he") ; ; 主格

{gen , 祖 s") ; ; 所有格

~ace '血") ; ; 目的格
otherwise (:warning "yyy'')))) 

; No.55 
；代名詞・ sheのルール (caseを見て格で分ける）
(def_;ng_;iet 
: name mg_net-pron_she 
: path (syn case) 
: default (:warning "xxx") 
: body (~om "she"~ ; ; 主格

en''her" ; ; 所有格
(ace ''her") ; ; 目的格
(otherwise (: 鱚arning"yyy'')))) 

＾ 
No.56 
；代名詞・ itのルール (caseを見て格で分ける）
(defJ1と坤t
: name mgJtet-pronJt 
: path~syn case) 
: default : りarning"xxx") 
: body ((nom "it" (: 四 ellt)) ;; 主格

(gen "its" :vowel! t ;; 所有格
(ace "it" ~:voりell tH ;; 目的格
(otherwise (:warning "yyy'')))) 

!' 

呵

，
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;No.57 
；代名詞・ theyのルール (caseを見て格で分ける）
(defぶgJ1et
: name mg_net-pron_they 
: path (syn case) 
: default (:warning "xxx") 
: body ((nom "they'') ; ; 主格

{gen "th鉗') ; ; 所有格

~ace "therrl') ; ; 目的格
otherwise (: 畑anung"yyy")))) 

.-0 

＾ 

＾ 
し、
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APPENDエX 3 
生成のための形態素処理一規期変化一覧表

形態素謡尾 説 明 削除する文字数 付加する文字列
最列後の重の文な字り

例

｀ (1) -s 原形にsが付く

゜
II s II Nil apple→ apples 

cat→ cats 
book→ books 鴫

(2) -es 原形にesが付く

゜
,, es ,, Nil fish→ fishes 

box→ boxes 
watch→ watches 
dish→ dishes 

(3) —ュ.es 原形末尾のyがd.esに変わる 1 ,,ュ.es " Nil 

—cil.ilylibrary切→→ cilil→ ties i→ liPfl braridi出es呻 ries

(4) -ves 原形末尾のfがvesに変わる 1 ” ves ” Nil leaf→ leaves 
thief→ thieves 

(5) -ves 原形末尾のfeがvesに変わる 2 ” ves " Nil knife→ knives 
wife→ wives 

(6) -ed 原形にedが付く

゜
"ed" Nil rcooegakrd→ → cooregardked ed 

＾ look→ looked 

(7) -d 原形にdが付く

゜
"d" Nil save→ saved 

achieve→ achieved 
love→ loved 

(8) -ied 原形末尾のyがd.edに変わる 1 "ied" Nil sastutidysfy→ → studisatised fied 

(9) -ked 原形にkedが付く

゜
''ked" Nil 

panipicnicc→ → panipicnickcked ed 

(10) 喝細 原形末尾の子音が重な ~Jedが付く

゜
"eel" T 

wsrahopp→ → wrssthaoopped ppped ped 
stop→ 

(11) -en 原形にenが付く

゜
,, en ,, Nil fall→ fallen 

eat→ eaten 

(12) -n 原形にnが付く

゜
" n " Nil see→seen 

give→ given 
grotakew→ → grotaken wn 

(13) 喝贔n 原形末尾の子音が重なりenが付く

゜
,, en ,, T bid→ bidden 

forbid→ forbidden 

＾ 
, —----- - -~ ——-= —-=~=- --=—-- --_-- ---- - = -

(14) -ing 原形にingが付く

゜
”冠' Nil 

cook → cookrocking loold担呵rock→ 
look→ 

(15) -ng 原形末尾のeが取れingが付く 1 "ing'' Nil 
drgiloivvveee→ → → gildrovviniinving g g 

(16) -king 原形にkingが付く

゜
''kinず Nil papicninicc→ → papniicnickincldng g 

(17) -ying 原形末尾のieがyingに変わる 2 nyinj' 氾1 lie→ dylyining g ' die→ 

｀ (18) 喝俎ng 原形末尾の子音が重なりingが付く

゜
"ini' T 

cufrunstooptrge→ → t→curunn→ 武tf叩tu坂迫lp炉ingtting 
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(19) -er 原形にerが付く

゜
" er ” Nil tall→ taller 

low→ lower 
small→ smaller 

(20) -r 原形にrが付く

゜
,, r ,, Nil false→ falser 

late→ later 
nice→ nicer 

(21) 一ュer 原形末尾のyがierに変わる 1 ,,i. er ,, Nil lonely→ lonelier 
lovely→ lovelier 
happy→ happier 

(22) -@飴r 原形末尾の子音が堂なりerが付く

゜
” er ,, T hot→ hotter 

big→ bigger 

(23) more 原形に moreを前置する

゜
,, ー,, Nil beautiful→ mor-e beautiful 

suspiciously→ more suspiciously 

--------------------------------------

(24) -est 原形にestが付く

゜
,, est ,, Nil tall→ tallest 

short→ shortest 
small→ smallest 

(25) -st 原形にstが付く

゜
"st" Nil false→ falsest 

゜
late→ latest 

nice→ nicest 

(26) -iest 原形末尾のyがiestに変わる 1 ,,i. est ” Nil lovely→ loveliest 
lonely→ loneliest 
happy→ happiest 

(27) 4脆est 原形末尾の子音が童なりestが付く

゜
" est " T hot→ hottest 

big→ biggest 

(28) most 原形に mostを前置する

゜
"ー" Nil beautiful→ most beautiful 

slowly→ most slowly 

゜
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